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図 2 マシュマロの形状 






































図 2 マシュマロの形状 
















　平均値 ± 標準偏差 中央値
パーセンタイル値
25% 75%
年齢（歳） 20.1 ± 2.9 19.0 19.0 19.0 
身長（cm） 158.7 ± 4.9 159.0 156.0 162.3 
体重（kg） 54.9 ± 7.5 53.7 48.2 59.8 
骨格筋量（kg） 21.9 ± 1.9 20.2 18.8 22.5 
体脂肪量（kg） 16.9 ± 5.1 15.3 12.5 21.5 
内臓脂肪レベル 3.9 ± 1.8 4.0 2.0 5.0 
BMI（kg/m2） 21.8 ± 2.8 21.4 19.7 23.6 
体脂肪率（%） 30.3 ± 5.3 28.5 25.8 34.2 
FNS（点） 72.2 ± 4.1 73.0 70.0 75.0 
推定腹囲（cm） 73.7 ± 6.7 72.5 69.1 77.8 
開口部面積（cm2） 15.0 ± 5.3 13.8 11.2 19.0 






































図 2 マシュマロの形状 









平均咀嚼回数（回） 25.5 ± 8.0 26.0 21.0 29.0 
平均咀嚼時間（秒） 19.9 ± 7.0 19.0 13.0 25.0 
平均咀嚼スピード（回/秒） 1.3 ± 0.2 1.3 1.2 1.5 
チャーハン
5分間の平均摂取量（g） 156.3 ± 52.8 138.0 110.0 200.0 
5分間の平均咀嚼回数（回） 375.2 ± 61.5 376.0 341.0 406.0 
5分間の平均スプーン移動回数（回） 12.2 ± 4.0 12.0 8.0 14.0 
1分間あたりの平均摂取量（g） 31.3 ± 10.6 27.6 22.0 40.0 
1分間あたりの平均咀嚼回数（回） 75.0 ± 12.3 75.2 68.2 81.2 
1スプーンあたりの平均摂取量（g） 13.1 ± 2.6 12.8 10.6 15.1 
1スプーンあたりの平均咀嚼回数（回） 34.4 ± 12.6 31.0 25.8 48.5 
チャーハン10gあたりの平均咀嚼回数（回） 26.9 ± 9.5 26.3 19.0 35.6 
チャーハン10gあたりの平均咀嚼時間（秒） 21.4 ± 7.1 21.7 15.0 27.3 







食事内容評価（点） 84.2 ± 9.4 84.1 77.3 93.2 
間食・夜食評価（点） 76.1 ± 13.7 79.2 70.8 83.3 
メタボリスク評価（点） 65.4 ± 12.2 65.0 55.0 75.0 
身体活動内容評価（点） 70.3 ± 15.4 75.0 58.9 80.4 
健康意識評価（点） 77.2 ± 14.2 80.0 70.0 85.0 
ストレス評価（点） 64.2 ± 12.7 64.3 53.6 75.0 
調子・体質評価（点） 64.6 ± 17.7 65.0 55.0 75.0 



















BMI Pearson の相関係数 1 0.619** 0.877** 0.782** 0.824** -0.314 0.883** -0.094 0.103
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.01 ＞ 0.01> 0.01> 0.111 0.01 ＞ 0.641 0.611
骨格筋量 Pearson の相関係数 1 0.594** 0.336 0.35 -0.04 0.576** 0.138 0.277
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.087 0.074 0.842 0.01 ＞ 0.491 0.162
体脂肪量 Pearson の相関係数 1 0.802** 0.956** -0.614** 0.914** -0.017 0.116
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.01> 0.01 ＞ 0.01> 0.931 0.564
内臓脂肪レベル Pearson の相関係数 1 0.811** -0.519** 0.859** -0.055 0.086
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.01 ＞ 0.01> 0.785 0.669
体脂肪率 Pearson の相関係数 1 -0.679** 0.867** -0.098 0.069
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.01> 0.627 0.732
FNS Pearson の相関係数 1 -0.493** 0.022 -0.002
有意確率（両側） 0.01 ＞ 0.915 0.992
推定腹囲 Pearson の相関係数 1 0.015 0.147
有意確率（両側） 0.094 0.465
開口部面積 Pearson の相関係数 1 -0.308
有意確率（両側） 0.118





な負の相関関係（それぞれr＝-0.423, p＝0.028 : r＝-0.412, p＝0.033 : r＝-0.477, p＝0.012）が見られた。
口腔内容量とチャーハンにおける５分間の摂取量に有意な正の相関関係が見られたが（r＝0.389, p＝
0.045）、10gあたりの咀嚼回数ならびに咀嚼時間には有意な負の相関関係が見られた（それぞれr＝
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